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令和元年度第１回青少年問題協議会における意見・質問一覧 

発言(質問)者 発言（質問）内容 回答 

佐久山委員 

【盛岡市】 

○若年無業者対策について、サポートステーシ

ョンが取組んでいるアウトリーチ（訪問型支

援）は、どのような職種・資格の方がやってい

るのか。 

 

○基本的には、サポートステーシ

ョンの職員が訪問するが、対象と

なる方は自宅から出てもらえない

こともあり、何回も訪問をして、

ジョブトレーニングに繋げていく

ような支援をしている。 

資格を持っている職員や支援員も

いるが、基本的には資格を特にも

たなくても、職員で対応できる方

が粘り強く対応している。 

 

○意識調査結果の「悩みごとの相談相手」につ

いて、調査の中で相談できない方の状況把握は

できているか。 

○県では事業委託先である青少年

育成県民会議において「悩み相談

室」を実施しており、電話相談等

を中心に一定の相談者がある。 

馬場委員 

【高等学校長

協会】 

 

 

 

 

 

 

○今回の意識調査結果では「好きなことをして

のんびり暮らす」というのが一番高くなって

おり、「社会に貢献する」というのも前回から

若干伸びているが、この結果になった理由等

について。 

○調査の対象となる生徒たちは、どういう地域

からどのような方法で抽出したのか。 

○事務局でも現状では把握しかね

るところであるが、意識という点

では、様々な背景があると考えら

れ、今後分析をして施策にも活か

していきたい。 

○基本的にはバラつきの無いよう

に、沿岸、県南、県北、県央、全

てバランスよくアンケート調査を

実施した。 

馬場委員 

【高等学校長

協会】 

 

○「いわて県民計画」「いわて青少年育成プラ

ン」、他に「いわての復興教育プログラム」そ

れぞれの関係性、位置付けなど確認をさせて頂

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○非常に幅広い分野に関わってお

り、教育プランや、子ども子育て

の計画、雇用等、様々な部分と重

複している部分が多くある。 

これまでも青少年の健全育成の観

点から、必要なものを盛り込んで

いるという形になっており、復興

教育についてもプランの中に入っ

ているが、教育の本体の計画につ

いては教育の方に委ねて、深く入

らないような整理の仕方をしてい

る。 

○いわて県民計画は県の最上位の

計画であり、この計画を基に、青
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少年育成プランを、それぞれの計

画と矛盾しないよう策定している

ところ。問題が複雑化しており、

片方の側面からでは解決しない問

題も多いので、関係機関が連携し

て解決するよう、それぞれのプラ

ンが矛盾しないように策定する。 

○昨年度教育委員会としても、岩

手県教育振興計画を県民計画と同

時期に作成している。 

教育の総合的な計画は、これが拠

り所となっており、その推進部分

には復興教育も含まれている。 

現在協議している青少年育成プラ

ンについては、教育振興計画が横

並びの関係になるかと思う。 

佐藤委員 

【岩手日報社】 

 

 

 

 

○資料 2の「方向性」について、人口減少、特

に青少年が減っているということに危機感が

無い感じがした。若者の活躍できる環境づくり

を応援することを計画に盛り込んだのは大変

良いことだと思うが、県からのメッセージとし

て、岩手に留まって欲しいのか、もしくはU

ターンか、広い世界で活躍してほしいのかがは

っきりせず、メッセージが分かりにくい様な気

がする。人口減少も踏まえ、岩手に残って欲し

い等のメッセージが必要なのかと感じた。 

○若者活躍支援については、取組

は平成 25年度からスタートして

おり、色々なニーズを踏まえなが

ら活動を進めている。岩手県に留

まって欲しいということもあり、

県外で活躍している方を見ながら

対応したい。 

 

及川委員 

【私学協会】 

○親御さん世代の方にも何らかの支援が必要

だと思われる。経済的な支援だけではなく、大

人世代に対する寄り添った支援が必要なので

は。 

 

○提案として、今後の参考にさせ

ていただく。 

佐久山委員 

【盛岡市】 

○困難を抱える青少年の支援について、相談窓

口を作るだけでなく、他県の先進的な支援体制

を参考にしながら充実したものになるよう、施

策に落とし込んでいただきたい。 

 

 

 

○地元の若者ばかりでなく、他県

から来て岩手で活躍されている若

者も沢山いるので、紹介や交流方

法など、アプローチの方法等につ

いて考えていきたい。 
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佐野委員 

【中学校長会】 

○小中学校とも、SNS等が話題になっており、

昨年度くらいから校長会としてどんなことが

出来るのか、校長会でも様々な検討をしてい

る。また、学校内へのスマートフォンの持ち込

みなど、国で話題になっていることについて、

校長会としての方向性を話題にしたい。 

県民計画、教育振興計画なども見て頂きなが

ら、同じ方向性で進めていただければと思って

いる。 

○意見として、今後の参考にさせ

ていただく。 

 

 


